












研究の目的

成人 T 細胞白血病(以下 ATL)はわが国で疾患単位として確立され、病原ウイルスも確認さ

れた歴史を持ち、しかも欧米や日本周辺の地域には少ないという疫学的特徴を持つ疾患と

される。また、その病原ウイルス HTLV-1 はレトロウイルスに属し、感染経路は主として

母乳を介しての母子感染(垂直感染)と、男性から女性への性感染症(STD)である。キャリ

アは通常 40 歳以降に ATL 発症の恐れがあり、キャリア妊婦を発見して母乳を与えるのを

止めさせれば母子感染は防止できるとして一部地域を中心に予防対策が進められるに至っ

た。しかし、ATL 予防に関する対応についてはなお未詳の事項が多く残されており、国と

して予防対策を行政的に取り上げるには、なお前提となる条件を十分に整える必要がある

として、昭和 63 年度から厚生省心身障害研究費による本研究班が発足した。

ATL のキャリアからの発症率は数パーセントとされるが、発病した場合は有効な治療法が

なく致命的であり、またキャリアからの発病を防ぐ方法も知られていない。このため妊婦

の検査によりキャリアを発見し、児に母乳を与えないよう指導するという介入を行う方式

が、一部地域と一部産科医療機関で実施されている。ATL の予防対策を策定するためには、

解析を行うに十分な数による母子感染の実態を調査するとともに、感染のメカニズムの解

明と母乳遮断という介入を行う場合の条件による効果の差、母乳中止と母乳栄養の利害得

失、プライバシー保護のあり方、キャリアであることを告知することによる妊婦の将来に

わたる精神的負担、医療の倫理等、幅広い検討を必要とする。

本研究班は昨年度に引続きこれらの検討を行い、行政的に対策を策定する場合に国民の納

得を得るに十分な基礎資料を整備するために研究を実施する。


